
ＮＨＫドラマ「今ここにある危機とぼくの好感度について」から
「ワンダーウォール」
映画「新聞記者」で若手エリート官僚役を演じた松坂桃李さん主演のNHKドラマ「今ここにある危機とぼくの好感度について」。どちら
も、崩壊しつつあるこの国の組織、腐敗する権力、組織や権力に翻弄される人間がテーマとなっている。

「今ここにある危機とぼくの好感度について」というタイトルも意味深であり、社会が向き合うべき大事なテーマを、重すぎないタッチで
描いて共感を生む。これを書ける脚本家は、どんな人なのかと思い、検索すると、京大の吉田寮の取壊し問題に光を当てたドラマ「ワンダー
ウォール」の脚本を書かれている。幸い、まだNHKのオンデマンド
（https://www.nhk-ondemand.jp/goods/G2018089943SA000/）
にあったので、引き込まれるようにして観た。

「こんなぼろくて汚い寮をこれだけ歴代の寮生たちが残そうと努力し続けてきたということは、案外ここには人間の幸福にとってすごく必
要な何かがあるのではないか」というセリフ。

脚本家の渡辺あやさん。取材で、こんな風に語られています。「いまの日本は、経済効率性だけを重視して、古いものは大してお金を生ま
ないからと、潰していきますが、翻ってみると、建物のみならず、私たちにも、そういう呪いをかけているのではないかと感じるんです。
誰もがいずれ年を取り、経済効率的に価値のない存在になったら、“意味のないもの”になるのだという呪いをずっとかけ続けていること
のような気がして、それがなんとなく今の私たちを息苦しくさせている原因じゃないかと思うんですよね。
「ワンダーウォール」を作り、歴史ある大学寮のように古いものは大事だと登場人物を通して言わせてみたものの、それは一体何だろうと
いうことが自分でもずっとわからなくて。ずっと考え続けていたのですが、やっぱり古いものを大事にするとかその場所にある歴史を大事
にすることは、そこに流れてきた時間や生きてきた人たちを大事に思うことで、そうすることによって自分も救われていくことにつながる
ような気がするんです。だからこそ、古いものを簡単に壊してはいけないと思うのかなと、最近考えていま
す。」https://telling.asahi.com/article/13281611

危機は深いと思いますが、渡辺さんのような素敵な人が、あちこちにいると思うと、未来に希望を感じます。

（弁護士　猪　股　　正）

【参照記事】
telling　映画『ワンダーウォール』脚本家・渡辺あやさん「何が本当に正しいのか、一人で考えるには重すぎる課題がたくさんあ
る」
映画board　失敗したっていいんだと伝えたい『ワンダーウォール　劇場版』脚本家・渡辺あやインタビュー
２０２０年４月３日　朝日新聞記事　「壁」と哲学、学生寮舞台に　「ワンダーウォール劇場版」脚本・渡辺あや
２０２０年７月１５日　朝日新聞記事　夫の最期の顔は絶望に満ちていた　赤木さん妻の陳述全文
文藝春秋ブックス「私は真実が知りたい　夫が遺書で告発「森友」改ざんはなぜ？」赤木雅子 相澤冬樹
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ゴールデンウィークの5/3,5　四ツ谷の聖イグナチオ教会で
生活相談や食料支援（GW大食堂開）が行われます。
日時：5月3日（月）15 時～18時および5月5 日（水）12 時～18時
場所：聖イグナチオ教会（東京都千代田区麹町六丁目５番地１）

▶相談等無料・予約不要

▶できること
・生活相談
・女性相談
・外国人相談（通訳あり）
・医療相談（医療者おります。通訳あり）
・法律相談
・調理されたお弁当のお渡し
・その他、食料品や生理用品・子ども用おむつなどのお渡し

▶主催等

【主催】
・聖イグナチオ教会福祉関連グループ　　　・一般社団法人反貧困ネットワーク
・一般社団法人つくろい東京ファンド　　　・認定NPO法人ビッグイシュー基金
・新型コロナ災害緊急アクション　　　　　・コロナ被害相談村実行委員会
【協働団体】
・認定NPO法人難民支援協会　　　　　　　・認定NPO法人世界の医療団
・企業組合あうん　　　　　　　　　　　　・一般社団法人あじいる
・NPO法人POSSE　　　　　　　　　　　　・北関東医療相談会
・クルドを知る会　　　　　　　　　　　　・移住連貧困対策 PT
【協力】
・インド・ネパールレストラン サンサール　・パルシステム生活協同組合連合会

▶緊急相談会・大人食堂へのお問い合わせ
メディアの方やその他緊急相談会・大人食堂についてのお問い合わせにつきましては運営事務局を担当している「反貧困ネットワーク」に
ご連絡下さい。
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※会場としてお借りしている聖イグナチオ教会様へのお問い合わせはお止めください。

●メールアドレス
fund@corona-kinkyu-action.com

本プロジェクト事務局担当：佐々木まで

▶お知らせ動画
　https://www.youtube.com/watch?v=MrLsdaDdcGo&ab_channel=UPLAN

 

☆会場には労働・生活問題についての相談ができる専門スタッフがおりますので、困ったことがあればお気軽に相談してください！

・ネットカフェやシェアハウスで働きながら今まで乗り切ってきたけれど、緊急事態宣言でこれからが不安。
・海外からさまざまな事情で日本へ来て住んでいるが、家賃が払えなかったり、医療にかかれていない。
・子どもを育ててるが、コロナの影響で生活が苦しい。

などなど……

緊急事態宣言下の連休でお困りの方は、お気軽にご相談へいらしてみませんか？

 

（当事務所からは、弁護士猪股正が参加いたします。）

 

 

「入管法改正」　弁護士　鈴木　満
現在、出入国管理及び難民認定法、いわゆる、入管法を改正する動きがあります。
今回の改正により最も影響を受けるのは、難民申請をしている外国人の人達だと思います。
難民申請者の中には、在留資格を持たない人たちも多く、そういった人たちの中には、何年もの長期間にわたり収容施設に収容されている
人もいれば、仮放免という制度によって収容されず社会生活を送っている人もいます。
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収容施設の環境の劣悪さは大きな問題であり、死者が出たこともあります。

また、仮放免で収容を免れていても、働くことを許可されていないなど多くの制限がありますので、仮放免者が生活していくのには多くの
困難を伴います。
しかし、自国に帰ると命の危険があると考えているため帰国できない難民申請者もたくさんいます。
このように、難民申請者の中には、日本で大変な思いをしていても帰国することもできないまま、日本社会で生活してきた人がたくさんい
ます。

外国人の人権問題に取り組んできた多くの弁護士は、難民申請者が、今回の改正によって、さらに悪い状況に置かれる危険性があるとして
反対しており、日弁連も反対の声明を出しています。
難民申請者の問題は、私たち日本人の生活に直結しないため、関心をもつ人は多くないと思います。
しかし、難民申請者の中には私たちと同じように社会生活を過ごしている人もたくさんいます。
難民申請者の子どもたちの中には、日本で生まれた子どもや日本の子どもたちと同じように小学校や中学校、高校に通っている子どももた
くさんいます。

他人事とは思わず、ぜひ皆さんにも関心を持っていただきたいと思います。
日本にはこういう人たちも生活していることを知っていただきたいです。

 

弁護士　鈴木　満

「挨拶回りの効用」弁護士高木太郎
弁護士会の役員になると、年度初めにいろいろなところに挨拶回りに伺う。あわせて関東弁護士会連合会の役員にもなったので、最高裁や
最高検察庁も回った。
お互い忙しい時期に、なんで無理して回るんだろうな、と思わないでもないが、一緒に回った方の言葉に納得した。
「挨拶回りを通じて役職の重み・責任を肝に銘じることになる。」
その通りだなあ。
最高裁長官の「司法をともに担う。」という言葉、以前なら「通り一遍の挨拶」と聞き流していたが、今回は、その重みを痛感した。

弁護士　高木太郎
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全国一斉４／２４「コロナ災害を乗り越える－いのちとくらしを
守るなんでも電話相談会・第７弾」フリーダイヤル【拡散のお願
い】

「コロナ災害を乗り越える 　いのちとくらしを守る なんでも電話相談会
～住まい・生活保護・労働・借金 etc…～」【第７弾】実施のお知らせ

　コロナ禍の中、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、事業者、学生、業種・職種を問わず、多くの人が、収入減少、失業等に追い込
まれています。
　１月７日の緊急事態宣言発出、３月２１日の緊急事態宣言解除、その後の第４波の拡大と一部地域への「まん延防止等重点措置」の適用
等、先の見通せない状況が続く中、失業の長期化、利用可能な支援策の終了等により、生活が立ちゆかなくなる人が増えています。

　そこで、引き続き、全国の弁護士、司法書士、労働組合、諸団体が連携して、下記要領にて、電話相談会【第７弾】を開催いたします。
お気軽に、ご相談ください。また、多くの方にお知らせください。

【日　　時】　４月２４日（土）午前10時～午後10時
【電話番号】　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。

【相談例】
・生活費を支援する制度について知りたい。
・収入が減ったので、来月の家賃が払えそうもない。
・バイトを切られ、学費を払えない。
・今すぐ生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。
・福祉の窓口で追い返された。
・コロナウイルスによる営業不振を理由に雇い止めされた
・休業手当が払われない。新しくできた休業支援金のことが知りたい。
・無理な働き方でコロナに感染
・学費の支払いや奨学金の支払いが困難
・フリーランスや事業者を支援する制度について知りたい。
・住宅ローンなど借金の返済に困っている。
・コロナで生きるのが苦しい。死にたい気持…
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・その他、様々な支払いができなくなるので不安である。

【主　 催】コロナ災害を乗り越える いのちとくらしを守る なんでも電話相談会実行委員会
埼玉は、反貧困ネットワーク埼玉（連絡先：弁護士猪股正　048-862-0355/埼玉総合法律事務所）など

＊チラシのダウンロード→　こちら

「　マスクの下の顔　」弁護士　竹内　和正
マスクをしていることに安心し、なんだか気になった人を見ると、マスクの下でその人の口元をまねする癖がついています。

家でマスクをはずしているときに、テレビに写った釈由美子さんを見ていた僕の顔を見た家族から指摘されて気がつきました。

退屈な会議中には、無意識に発言者の口元をまねて暇を潰すことが多くなっていたような気がします。

気をつけないといけません。

 

弁護士　竹内　和正

 

 

川口美貴著「労働法（第５版）」　弁護士　高木　太郎
川口美貴先生が「労働法（第５版）」を刊行された。

前回の第４版からちょうど１年後の新版である。
これだけの大著を１年で改版されるのは並大抵のことではないとは思うが、読み手にとっては、常に最新の情報が詰まっているありがたい
書籍である。
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著者もそのあたりを意識してこの大変な改版作業を行っておられるのだろう。
（おそらくパートナーである古川景一弁護士から得た）実務の情報をふんだんに盛り込み、
あらゆる論点を詳細な目次とともに記載してあるので、労働相談を受けて疑問の湧く論点に触れる度に、辞書的に使わせていただいている。

労働問題に関わられる方は、ぜひ、お手元におかれることをお勧めする。
（信山社、本体価格５０００円）

弁護士　高木　太郎

過労死弁護団拡大幹事会　弁護士　佐渡島　啓
４月３日（土）午後、
過労死や過労自殺事件などに取り組む過労死弁護団で、
拡大幹事会をおこないました。

会場参加とZOOM参加で全国の弁護士が合計７０名ほど、
近時の特徴的な事例の検討をおこなったり、
現在厚生労働省でおこなわている、過労死と認定される基準の改訂の検討状況を確認したりしました。

労災とは認められなかった場合の不服申立手続について
数年前に新しい制度ができているのですが、
これを経験した弁護士の経験談も聞けたりして、大変有意義でした。

過労死事件は、被災者の働きぶりに関する資料が十分に残っていないなど困難な案件が多いですが、
改めて、これからも力を入れて取り組みたいと思いました。

弁護士　佐渡島　啓
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反貧困全国集会２０２１集会宣言「生きてくれ」－コロナと貧困
－
　２０２１年４月４日（日）、反貧困ネットワーク主催の「反貧困全国集会２０２１」が開催されました。２００７年にスタートして以来、
１４年目となります。
　全国の地域での取組、ひとり親・女性・非正規雇用・学生・外国人など、当事者や支援の現場からの声や取組が報告されました。
　貧困と格差の拡大が放置され、「コロナになってもならなくても死ぬ」人がいる社会、「コロナで死ぬことより、いかに毎日を生き抜く
か」を考えるほかない社会、そんな今の社会のままで、感染の拡大は止められるのでしょうか。

　当日、採択された集会宣言をご紹介します。

反貧困全国集会２０２１集会宣言「生きてくれ」－コロナと貧困－

　２００８年、リーマン・ショックが到来しました。非正規労働者が、雇用の調整弁として、解雇・雇い止めされ、仕事や住居を喪失し、
生活保護の窓口から追い返される人も相次ぐなど、生存の危機に瀕する人が全国にあふれました。私たちは、派遣村の取組を行い、人間の
いのちや暮らしより経済や大企業の利益を優先して非正規雇用を拡大させてきた政策の転換、自己責任を振りかざして社会保障の縮減を進
める政策の転換を求め、取組を続けてきました。

　そして、２０２０年、コロナが到来しました。３月から４月、非正規雇用がまっ先に切り捨てられ、非正規労働者数は１３１万人減少。
相次ぐ解雇・雇い止め、休業手当不払い。休業を余儀なくされ収入を絶たれた自営業者・フリーランス。住民でありながらセーフティ・ネッ
トのない外国人。「仕事がない」「収入が激減した」「所持金が尽きた」「住居を失った」「大学に通えない」など、短期間で一気に追い
詰められた人からのＳＯＳが続きました。コロナは第２波、第３波、そして第４波へと続き、失業が長期化する中で、求職活動に疲れ自己
肯定感を失い、孤立を深める人が増えています。自殺者数は昨年７月から増加に転じ、１０月には前年同月比で３９．９％増、うち女性が
８２．６％増となり、年が明けた２月、女性の非正規労働者数は前年同月比で８９万人減少し、減少幅は過去最大になっています。危機に
あって、最後のセーフティ・ネットとして役割を発揮すべき生活保護は、窓口の誤った対応、扶養照会に伴うスティグマなどにより本来の
役割を発揮できていません。

　同じことの繰り返しです。不安定な雇用と穴だらけの社会保障に対し抜本的な手当をしなければ、こうなることは当然でコロナの前から
見えていたことです。手当をしなかったばかりか、非正規雇用をさらに拡大させ、生活保護バッシングを誘導するなどして生活保護基準を
引き下げるなど社会保障の縮減を続けてきたので、状況は一層悪化しています。そして、政治は、生きることができない人が続出している
状況を目の前にしても、今もなお、「自助・共助」と言い続け、その場凌ぎの小手先の対応を繰り返し、また、経済や大企業優先の政策を
続け、コロナ禍にもかかわらず株価が３０年ぶりの高値となって大企業等の富が膨張するなど、貧困と格差を一層拡大させています。

　今日の集会では、全国の地域での取組、ひとり親・女性・非正規雇用・学生・外国人など、当事者や支援の現場からの声や取組が報告さ
れました。「コロナになってもならなくても死ぬ」「コロナで死ぬことより、いかに毎日を生き抜くか」を考えるほかないという日本社会
の現実があります。このままでは、運良くコロナが収束したとしても、その後に続く大災害やパンデミックを乗り越えることは困難です。
今こそ、互いに分かち合い、支え合う、希望と連帯の社会への転換が必要です。

https://saitamasogo.jp/archives/87964
https://saitamasogo.jp/archives/87964
https://www.hanhinkon.com/


　反貧困ネットワークが呼びかけた「新型コロナ災害緊急アクション」、「反貧困緊急ささえあい基金」の取組には、多数の市民団体、労
働組合などが参加し、現場での駆けつけ支援、いのちを繋ぐ取組が続いています。地域からの個別領域を越えた連帯の社会運動をさらに強
化するため、反貧困ネットワークは、本日の集会を機に、当事者が主体者として参画する「社会運動としての連帯協働組織」へと新たな一
歩を歩みだします。
　地域から、分かち合い、支え合い、個別の問題の枠や、民間と行政などの立場を越えて、互いにつながり、「生きさせろ！」と声を上げ、
「生きてくれ」の声を届けましょう。人間らしい生活と労働の保障を求め、希望と連帯の社会をつくるため、私たちは、これからも声を上
げ、つながりを広げ、行動することを宣言します。
２０２１年４月４日
反貧困全国集会２０２１参加者一同

集会のアーカイブ録画はこちら https://youtu.be/Ic9OC571Y_c

（弁護士　猪　股　　正）

「アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ）」弁護士谷川生子
もしものときに本人が希望する医療やケアについて、元気なうちから考え、家族、医療・ケアチームと話し合いを重ね、共有する取組のこ
とです。

２０１８年、厚労省は、この取組の普及のため、愛称を募集し、「人生会議」という名称に決まりましたが、広報の失敗もあり、ネガティ
ブな印象が先行しているかもしれません。
何で自分が死ぬときのことを他人と話し合うの？結局発言力のある人の意見に左右されるんじゃないの？そもそも国が普及を目指すってう
さんくさい・・・
そう感じる人は少なくないようです。

名称や政府の思惑はさておき、仮に残された時間が少なくなったときにどのように過ごしたいかを予め考えておくこと、考えるだけではな
く信頼する人と話し合っておくこと自体は大事なことだと思います。

人は誰でも自由に、自分の決めたとおりに生きる権利があり、「自己決定権」は、幸福追求権の一つとして憲法上保障されています。
他方、「本人の意思」は一歩間違うとＡＬＳ嘱託殺人のような事件につながる危険性もあります。人生の最終局面でだけ、その人の意思を
尊重するということは不可能ですし、あまり意味のあることには思えません。

少しでもその人の真意を尊重するためには、元気なうちから、医療や福祉制度について十分な情報を与えられた状態で、信頼する人と気兼
ねなく、繰り返し話し合えるようなシチュエーションが必要です。もっといえば、必要なケアを受けられるだけの経済的な余裕や、仕事に
追われずゆっくり考え、話すことのできる時間等も必要でしょう。

https://youtu.be/Ic9OC571Y_c
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://saitamasogo.jp/archives/87956
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html


そんな社会いつ実現するの、と下を向いてしまいそうですが、まずは身近な人間同士、よく知り合うことが重要なようです。確かに、家族
や年中行き来している間柄でも、案外知らないことは多いものです。日頃、何が好きとか、どんなことを大事にしているかを話すことから
始めるのが良いかもしれません。
考えると気の長い話ですが、そうか、だから人生なのか、と「人生会議」の名前がついたのも少しわかるような気がしました。

弁護士　谷川　生子

 

https://saitamasogo.jp/tanikawaseiko

